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各種補綴物の10年間の統計（1）
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　抄録：昭和41年1月より昭和50年12月に至る10年間に岩手医科大学歯学部付属病院補綴科外来患者に装着

した各種補綴物の製作状態について調査した。この間に製作された補綴物の総数は18，101個である。（1）最

も多い補綴物は局部床i義歯で，6，247個345％，以下全部鋳造冠3，767個20．8％，各種前装冠3，358個18．6％，

総義歯2，451個13．5％，架工義歯2，278個12．6％の順である。（2）総義歯を年齢階級別にみると60才代が29．5

％で最も多い。性別にみると男性43．9％女性56．1％で女性が多い。顎別にみると上顎55．4％下顎44．6％で上

顎が多い。（3）局部床義歯を年齢階級別にみると40才代が25．2％で最も多い。性別にみると男性48．2％女性

51．8％で女性が多い。顎別にみると上顎45．3％下顎54．7％で下顎が多い。（4）顎補綴を年齢階級別にみると

50才代が31．8％で最も多い。性別にみると男性63．6％女性36．4％で男性が多い。顎別にみると上顎97．7％F

顎2．3％で上顎が多い。

緒 言

　各種補綴物の製作状態は，調査された年度，

地域により，また社会的環境によって，補綴物

の種類に対し大きく影響すると考えられる。こ

のことは他の同種統計ω’（9）の報告でもみな一様

に指摘しているところである。さらに新しい補

綴物の出現もあって，これらの各種補綴物の製

作頻度について知ることは，興味深い。そこで

われわれは，この10年間に本学で製作装着され

た各種補綴物について調査し，併せて他大学の

同種統計（5）（8）（9）との比較検討も行なった。　今回

は，総義歯，局部床義歯，顎補綴について述べ

る。

資料および調査方法

　昭和41年1月より昭和50年12月に至る10年間

に岩手医科大学歯学部付属病院補綴科外来患者

に製作装着した各種補綴物18，101個について，

当付属病院保管の外来カルテをもとに調査し

た。これは，昭和45年2月からの学生臨床実習

患者に製作装着したものも全べて含んでいる。

　（1）各種補綴物を総義歯，局部床義歯，各種

前装冠（継続歯，ジャケット冠を含む），全部

鋳造冠，架工義歯に分類して，各年毎の製作頻

度および年齢階級別，性別の製作頻度について

調査した。

　（2）他大学の同種統計との比較検討を，本学

の調査年次と近似している愛知学院大学6），

昭和39～40年，東北大学（8）（9），昭和42～48年に
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ついて行なった。

　（3）総義歯，局部床義歯，顎補綴それぞれに

ついて年齢階級別，性別，顎別の製作頻度を調

査した。

結 果

（1）各種補綴物

　1）　各種補綴物の各年毎の製作頻度

　表1に示すように，本学において昭和41年1

月より昭和50年12月に至る10年間に製作された

各種補綴物の総数は18，101個である。このうち

最も頻度の多いのは局部床義歯で6，247個34．5

％，以下，全部鋳造冠3，767個20．8％，各種前
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装冠3，358個18．6％，総義歯2，451個13．5％の

順で，架工義歯が最も少なく2，278個12．6％で

ある。

　この補綴物を各年毎にみると，昭和41～45年

は1，303～1，386個（但し昭和44年942個），昭

和46～50年は2，206～2，488個と二つの様相を示

している。これらの各種補綴物の推移を図1に

示す。

　総義歯についてみると，昭和41～45年は製作

個数82～185個，製作頻度8．7～14．2％の範囲に

ある。昭和46～50年では289～385個，12．9～

15．7％とほぼ一定で，後半年度は増加してい

る。

表1　各種補綴物の製作頻度

顧＼竺1414・ 43 44 45 46 4∋48 49　　50　　計
　　　　　　154総　義　歯
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　　図1　各種補綴物の製作推移
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　局部床義歯についてみると，昭和41～45年は

個数405～759個，製作頻度36．7～55．8％の範囲

にあるが，年々減少傾向を示している。昭和46

～ 50年では609～699個，25．3～31．3％でほぼ一

定しているが，後半年度は減少している。

　各種前装冠についてみると，昭和41～45年は

製作個数173～274個，製作頻度12．6～21．0％と

年々増加傾向を示している。昭和46～50年では

396～519個，18．0～21．9％とほぼ一定している

が，後半年度は増加している。

　全部鋳造冠についてみると，昭和4正～45年は

製作個数185～226個，製作頻度14．3～19．6％の

範囲にある。昭和46～50年では451～665個，

20．2～26．7％の範囲にあり，後半年度は増加し

ている。

　架工義歯についてみると，昭和41～45年は製

作個数37～145個，製作頻度2．7～11．1％と年々

増加傾向を示している。昭和46～50年では，

328～360個，13．2～16．1％の範囲にあり，後半

年度は増加している。
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　2）　各種補綴物の年齢階級別，性別の製作

　　　頻度

　表2に示すように，年齢階級別にみると40才

代が3，804個21．0％で最も多いが，次いで20才

代3，677個20．3％とほとんど差はない。以下30

才代3，373個18．6％，50才代3，083個17．0％の

順で，80才以上78個0．4％が最も少ない。

　性別にみると，男性7，652個42．3％，女性

10，449個57．7％で女性に多い。

　補綴物装着患者の最も多いのは，20才代女性

の2，312個12．8％で，以下40才代の女性2，272

個12．6％，30才代の女性2，249個12．4％，50才

代の女性1，614個8．9％とつづき，40才代の男

性1，532個8．5％の順である。80才以上の女性

33個0．2％が最も少ない。

（2）各種補綴物について他大学との比較

　表3に示すように各種補綴物の製作頻度につ

いては，本学と愛知学院大学，東北大学ともに

その順位は，局部床義歯，全部鋳造冠，各種前

装冠（継続歯，ジャケット冠を含む），総義歯

そして，架工義歯で，一致している。

表2　各種補綴物と年齢階級別，性，との関係

一級一19 20 30 40 50 60 70 80～ 十二＝
口

総　i義　歯

局部床義歯

各種前装冠

全部鋳造冠

架工義歯

男 0 2 11 138 　　　3141340 234 　　　1，07738
　　　（5．9）

女 2 ・i84 284 ・・7い8∋1811301謬
男　　　133 278 434 692　　　　　　767　　　　　　523 178 　　3，0105

　　（16．6）
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248 309 218－65144 11治
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　　（12．8）
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女　　　171 539129∋237 64 1∋ 0 0

　956
（5．3）

1，322
（7．3）

小 計 腱1（翫馴｝粥
1，365　　　　1，124　　　　1，532　　　　1，469　　　　1，132　　　　　484　　　　　　45　　　　　7，652

（7．5）　　　　（6．2）　　　　（8．5）　　　　（8．1）　　　　（6．3）　　　　（2．7）　　　　（0．2）　　　　（42．3）

1，614　　　　　829　　　　　280　　皿一『－33　　　　10，449
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ロ
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表3　各種補綴物と他大学との比較
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種蕊ご蕊
一　一　一

　総　　義　　歯

愛学大

39～40

東北大

42～48

2，451　　　　　　295　　　　　　757
（13、5）　　　　（12．5）　　　　　（8．3）

局部床義歯＆18（411；；＆lll

緬前装冠（｛鵠（15111（£ll；

全部鑓⇒（16祈（23111（1翔

架工義⇒（1鵠
十二＝
口

‘18，101
1‘（100．0）

　　150　　　695
　（6．4）　　　　　（7．6）

｜　　2，355　　　　　9，171

｛（100．0）　（100．0）

（）内は％

　局部床義歯についてみると，本学は6，247個

34．5％である。両大学は32．6～41．5％の範囲で

本学はその中位にある。

　全部鋳造冠についてみると，本学は3，767個

20．8％である。両大学は23．9～29．0％の範囲で

本学はやや低い値を示している。

　各種前装冠についてみると，本学は3，358個

18．6％である。両大学は15．7～22．5％の範囲で

本学はその中位にある。

　総義歯についてみると，本学は2，451個13．5

％である。両大学は8．3～12．5％の範囲で，本

学はやや高い製作頻度を示している。

　架工義歯についてみると，本学は2，278個12．6

％である。両大学は6．4～7．6％の範囲で，本学

の製作頻度はかなり高い値を示している。

　また各種補綴物の年齢階級別については，愛

知学院大学は30才代，東北大学40才代が最も多

いのに対し，本学の20才代は高い頻度を示して

いる。性別では，本学，両大学ともに女性に多

い。補綴物装着患老の最も多いのは，愛知学院

大学30才代女性，東北大学40才代女性で，本学

では20才代女性である。

（3）各種補綴物と年齢階級別，性別，顎別

　　との関係

　1）総義歯

　表1に示すように総義歯の製作頻度は2，451

個で各種補綴物総数の13．5％を占める。

　表4に示すように，年齢階級別についてみる

と，60才代724個29．5％と最も多いが，50才代

721個29．4％とその差はない。次いで40才代と

70才代がそれぞれ422個17．2％，415個17。0％で

ある。

　性別についてみると，男性1，077個43．9％，

女性1，374個56．1％で女性が多い。

　顎別についてみると，上顎1，359個55．4％，

下顎1，092個44．6％で上顎が多い。

　総義歯装着患老の最も多いのは，50才代女性

の上顎218個8．9％で，次いで50才代男性の上

顎195個8．0％，60才代男性女性それぞれの上

顎194個7．9％である。

　2）　局部床義歯

　表1に示すように，局部床義歯の製作頻度は

6，247個34．5％を占め最も多い。

　年齢階級別についてみると表5に示すように

40才代1，577個25．2％で最も多く，次いで50才

代1，465個23．5％，30才代1，149個18．4％の順

で，80才以上は8個0．1％で最も少ない。

　性別についてみると男性3，010個48．2％，女

性3，237個51．8％で女性が多い。

　顎別についてみると上顎2，830個45．3％，下

表4　総義蛍と年齢階級別，性，顎との関係

這ご頴ぎi－191・・ 30 40 50 60
　　ロト　

70180～小計
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表5　局部床義童と年齢階級別，性，顎との関係

、＼墾ご一19 20 30 40 50 60 70　80～　小計 十≡ロ

男

女

上副（111）1（｝ll） 217　　320
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f48－
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　49　　　　　　　　3　　　　　　1，813
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3，010
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3，237

（51．8）

十三ロ
302　　　　　674　　　1，149　　　1，577　　　1，465　　　　　813　　　　　259　　　　　　8　　i
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表6　一本義歯と年齢階級別，性，顎との関係

へ　　　　　　ギめぽ　
産＼＼顎　＼一　　　　　～19 20 30 40 50 60 70　80～1小計

　　　　　1
十三
ロ

男

酬（26　　　44　　　352．9）　1　（5．0）　　　（4．0）翅）（，1；）1（1｝1）1（、1）1（、1）
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女
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1酬（、ll）「扇
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表7　顎補綴と年齢階級別，性，顎との関係

て　　　　　　　ヰめ　ぷ
　ば＼＼璽＼＼＼　　　～19　　　　　20 30　　　40

男

女

　　　i上顎1

下顎

　2　　　2i
（45引　　　（45引

　　i　i

　1　　　5
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顎3，417個54．7％で下顎が多い。

　局部床義歯装着患者の最も多いのは，40才代

女性の下顎487個7、8％で，次いで30才代女性

の下顎409個6．5％，50才代男性の下顎405個

6．5％，40才代女性の上顎398個6．4％の順で

ある。80才以上の女性の上顎には局部床義歯は

装着されていない。

　さらに，一歯欠損を局部床義歯で補綴するい

わゆる一本義歯について表6をみると，その製

作頻度は，885個で各種補綴物総数の4．9％で

ある。

　年齢階級別についてみると，20才代が229個

25．9％で最も多く，以下30才代186個21．0％，

40才代166個18．6％，20才未満144個16．3％の

順である。

　性別についてみると，男性437個49．4％，女

性448個50．6％で，女性にわずかに多い。

　顎別にっいてみると，上顎377個42．6％，下

顎508個57．4％で下顎が多い。

　一本義歯は，20才代女性の下顎75個8．5％に

最も多く装着され，次いで20才代男性の下顎72

個8．1％で，80才以上および70才代女性の下顎

には装着されていない。

　3）顎補綴
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　総義歯，局部床義歯に含まれる顎補綴物の総

数は，表7に示すように44個である。

　年齢階級別についてみると，50才代14個31．8

％が最も多く，60才代13個29．5％，40才代7個

15．9％である。

　性別についてみると，男性28個63．6％，女性

16個36．4％で男性に多い。

　顎別についてみると，上顎43個97．7％，下顎

1個2．3％で上顎が圧倒的に多い。

総 舌‡

　昭和41年1月より昭和50年12月に至る10年間

に岩手医科大学歯学部付属病院補綴科外来患者

に製作装着した補綴物総数18，101個について調

査した。この各種補綴物の製作頻度について検

討し，さらに他の2大学との比較も検討した。

　1）　各種補綴物の製作頻度で最も多いのは局

部床義歯で6，247個34．5％であり，以下全部鋳

造冠3，767個20．8％，各種前装冠3，358個18．6

％，総義歯2，451個13．5％，最も少ないのは架

工義歯2，278個12．6％である。

　各種補綴物を各年毎にみると，昭和41～45年，

昭和46～50年に分けられる二つの様相を示して

いる。前半年度では，各種前装冠，架工義歯が

個数，製作頻度とも年々増加傾向を，局部床義

歯は減少傾向を示している。総義歯，全部鋳造

冠は，ほぼ一定している。後半年度では，それ

ぞれはみな，個数，製作頻度ともにほぼ一定し

ているが，前半年度に比較して，総義歯，各種

前装冠，全部鋳造冠，架工義歯は個数，製作頻

度ともに増加し，局部床義歯は，個数はほぼ一

定しているが，製作頻度は減少している。

　年齢階級別にみると，40才代が最も多く21．0

％，以下20才代20．3％，30才代18．6％，50才代

17．0％の順である。

　性別にみると男性42．3％，女性57．7％で女性

が多い。

　2）　各種補綴物の製作頻度順位は，比較した

他の2大学の結果と一致している。しかし各補

綴物比にはかなりの差があって，全部鋳造冠は

他の2大学より低い比率を示し，総義歯，架工
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義歯は高い比率を本学は示している。各種前装

冠，局部床義歯は他の2大学の中位を本学は示

している。

　3）　総義歯を年齢階級別にみると，60才代

29．5％，50才代29．4％とこの2年代で58．9％を

占め，次いで40才代，70才代の17．2，17．0％で

ある。

　性別にみると男性43．9％，女性56．1％で女性

が多い。

　顎別にみると，上顎55．4％，下顎44．6％で上

顎に多い。

　4）　局部床義歯を年齢階級別にみると，40才

代25．2％で最も多く，次いで50才代23．5％であ

る。

　性別にみると男性48．2％，女性51．8％で女性

にやや多い。

　顎別にみると上顎45．3％，下顎54．7％で下顎

が多い。

　一本義歯について年齢階級別にみると，20才

代25．9％で最も多く，次いで30才代21．0％であ

る。

　性別にみると男性49．4％，女性50．6％で差は

ほとんどない。

　顎別では上顎42．6％，下顎57．4％で下顎が多

い。

　5）　顎補綴を年齢階級別にみると，50才代

31．8％で最も多く，次いで60才代29．5％である。

　性別にみると男性63．6％，女性36．4％で男性

が多い。

　顎別にみると上顎97．7％，下顎2．3％で上顎

が圧倒的に多い。

　本論文の要旨は，第63回日本補綴歯科学会，

および第2回岩手医科大学歯学会総会において

発表した。

　稿を終えるにあたり，御校閲を賜りました，

本学歯科補綴学第二講座非常勤講師　吉田恵夫

先生（東北大学教授）に衷心より感謝の意を表

します。
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　　　Abstmct：The　prostheses　in　the　treatment　of　outpatients　of　the　Iwate　Medical　University　Dental

Hospital　were　statistically　studied　in　the　survey　for　ten　years　since　January，1966　up　to　December，

1975．Atotal　of　18101　prostheses　has　been　constructed　for　these　years．

　　　（1）Most　frequently　constructed　prosthesis　was　removable　partial　denture．　During　ten　years，6249

removable　partial　dentures　have　been　constructed，　and　amounted　to　34．5％of　all　prostheses．　It　was

followed　by　3767　full　cast　crowns，3358　veneer　crowns，2451　complete　dentures　and　2278　fixed　bridges

in　order．　They　amounted　to　20．8，18．6，13．5and　12，6％of　all　prostheses　respectively．

　　　（2）Complete　dentures二The　dentures　have　been　constructed　to　the　patients　of　sixth　decade　most

frequently，　and　amounted　to　29．5％．　The　dentures　constructed　to　the　male　and　female　were　43．9

and　56．1％respectively．　In　respect　to　arches，　maxillary　and　mandibular　dentures　were　55．4and

44．6％　respectively．

　　　（3）Removable　partial　dentures：Regarding　to　the　age　distribution，　the　dentures　for　the　patients

of　fourth　decade　were　most　frequently　constructed　and　amounted　to　25．2％．　The　ratio　of　the　male

and　female　was　48．2to　51．8％．　Maxillary　and　mandibular　dentures　were　45．3to　54．7％in　frc－

quency．

　　　ωMaxillofacial　prostheses：The　prostheses　have　been　fabricated　for　the　patients　of　fifth　decade

most　frequently，　amounting　to　31．8％．　The　prosthescs　constructed　to　the　male　and　female　amounted

to　63．6and　36．4％respectively．　Maxillary　and　mandibular　prostheses　amounted　to　97．7and　2．3％

respectively，　and　maxillary　prostheses　exceeded　markedly．
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